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福岡県ベンチャービジネス支援協議会 

 

中国における現地情報 

      2022年 12月 15日 

 株式会社フェアコンサルティング 

上原 行雲 

（中国本土）企業の外債枠が再び純資産の 2.5 倍まで拡大 

2022 年 10 月 25 日付けで、中国人民銀行及び国家外貨管理局は、「クロスボーダー

融資のマクロプルーデンス政策因数の調整に関する通知」（銀発〔2022〕238 号、以下

「238 号通知」という）を公布し、マクロプルーデンス管理モデルにおけるマクロプ

ルーデンス政策因数を 1.00 から 1.25 に引き上げました。これにより、マクロプルー

デンス管理モデルを採用し外債調達を行う企業は、域外（香港等を含む）非居住者か

らの債務枠（以下、「外債枠」という）が純資産の 2.0 倍から 2.5 倍に拡大されます。 

「238 号通知」の目的は、新型コロナウイルスやロックダウンの影響で資金繰りに

苦戦する中小企業に対して、外債枠に係る規制を緩和し、クロスボーダー融資等の多

様な資金調達手段の確保を図ることにあります。 

なお、同様の目的で、2020 年 3月 11日付け銀発〔2020〕64号により、マクロプ

ルーデンス管理モデルにおけるマクロプルーデンス政策因数を 1.00 から 1.25 へ引

き上げましたが、域外資金の多額の流入を防止する目的で昨年引き上げ前の 1.00 ま

で引き下がりました。よって今回の通知は外債枠の再拡大となります。 

（前回の内容についてはニュースレターNo.139 をご参照ください）

https://www.faircongrp.com/news/letter/2693/） 

 

現時点においては、企業の外債枠について、マクロプルーデンス管理モデルと従来

型の投注差管理モデルとで管理されており、各社は表１の通り、いずれかを選択する

ことになります。 

（表１）企業の外債枠の管理モデル 

管理モデル マクロプルーデンス管理モデル 投注差管理モデル 

外債枠 クロスボーダー融資リスク加重

残高上限（表２） 

投注差（表３） 

対象企業 中資系企業及び外資系企業 外資系企業 

（中資系企業は認可が必要） 

通貨 人民元・外貨 人民元・外貨 

期間 短期・中長期 短期・中長期 

外債枠管理 残高管理のみ（表２） 発生額管理または残高管理 
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（表２）マクロプルーデンス管理モデルの外債枠と外債枠管理 

外債枠 クロスボーダー融資リスク加重残高上限 

＝企業の純資産額×レバレッジ率（2.0）×マクロプルーデンス政策因数

（1.00→1.25） 

今回の 「238号通知」により、マクロプルーデンス政策因数が1.00→1.25

に変更となりました。 

例えば、純資産が10の会社であれば、外債枠は10×2.0×1.25＝25となり

ます。 

外債枠管理 枠内外債利用額=Σ外貨・人民元融資残高×期限リスク因数×類別リスク

因数＋Σ外貨融資残高×為替リスク因数 

リスク因数 区分 因数 

期限リスク因数 中長期（1年超） 1 

短期（1年以内） 1.5 

類別リスク因数 オンバランス融資 1 

オフバランス融資 1 

為替リスク因数 ― 0.5 
 

 

（表３）投注差管理モデルの外債枠 

例えば、投資総額が 10で注冊資本が 5の場合、外債枠は 10－5＝5となります。また

外貨建で外債を利用する場合、短期（1 年以内）と長期（1 年超）で管理方法が異なり

ます。外貨建の短期外債の場合は残高管理につき 1 年内に完済すれば外債枠は戻りま

す。しかし、外貨建の長期外債の場合は発生額管理につき完済しても外債枠は戻りませ

ん。ただし、地域により規制が異なる可能性があるため、事前に当局と確認する必要が

あります。 

外債枠 投注差＝投資総額－注冊資本 

投資総額 資本金・借入金等によって調達する企業への総投資額 

注冊資本 登録資本金（実際に資本金として企業に払い込まれた金額） 

 

マクロプルーデンス管理モデルでの管理は2016年から全国展開されていますが、投注

差管理モデルにより外債を活用していた会社がマクロプルーデンス管理モデルに切り

替える場合、過去の投注差管理モデルでの借入をマクロプルーデンス管理モデルで再計

算する必要があります。 

なお、今回投注差管理モデルの変更はなく、今後の投注差管理モデルに関する追加政

策の展開次第では投注差管理モデルの根拠法令の効力が有効でなくなる可能性があり

ますので、この点もご注意ください。 
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2022年10月25日付け「クロスボーダー融資のマクロプルーデンス政策因数の調整に関

する通知」の日本語訳は下記のとおりです。 

中国人民銀行 国家外貨管理局 

クロスボーダー融資のマクロプルーデンス政策因数の調整に関する通知 

銀発〔2022〕 238号 

 

全範囲クロスボーダー融資のマクロプルーデンス管理をさらに改善し、企業や金融

機関のクロスボーダー資金源を増やし、資産・負債構造の最適化を促進するため、中

国人民銀行および国家外貨管理局は、企業および金融機関のクロスボーダー融資のマ

クロプルーデンス政策因数調整を1から1.25へ引き上げることを決定しました。 

中国人民銀行  国家外貨

管理局 

2022年10月25日 

＜お願い＞上記日本語訳は中国語原文規定の翻訳です。翻訳には正確を期しております

が、中国語と日本語の表現の相違等から日本語翻訳の内容に誤解が生じる恐れがありま

す。中国語原文との間に解釈の相違がある場合、中国語原文を参照くださいますようお

願いいたします。 

 

＜連載コラム＞ 

中国なんくるないさ～通信 No.19 

 読者の皆さんは、電気自動車を運転または乗ったことがあるでしょうか？ 

ご存知かも知れませんが、中国における EV（PHVを除く）の普及率は日本と比較して

とても高く、2021年度における四輪自動車出荷総数における EV の占める割合は下記表

の通りとなっています。 

 生産台数 EV 
割合

（%） 
出荷台数 EV 

割合

（%） 

中国 2,608.2万台 294.2万台 11.3% 2,627.5万台 291.6 万台 11.1% 

日本 784.7万台 - - 239.9万台 2.1 万台 0.9% 

特に上海市では街中を走るタクシーや自家用車の多くが NEV(New Energy Vehicle＝

EV を含む新エネルギー自動車)となっており、街中でガソリンスタンドを探すのも一苦

労です。 

EV の先駆者はご存知の通りテスラ自動車が特に有名で、上海市でも特に見かけるこ

とが多い車種です。私が上海への赴任当初は、テレビや展示車両でしか見たことのなか

ったテスラ自動車が街中の至るところを走っている光景を見て、とても驚いた記憶があ

ります。2022 年 12 月現在におけるテスラ Model Y の販売価格は 288,900 人民元であ

り、上海市の自動車販売促進政策により 10,000 人民元の購入補助金を申請することが

できるため、およそ 278,900 人民元（現在のレートで日本円にして約 550万円）という

価格設定になっています。 

また、上海市で通常のガソリン車を購入する場合、ナンバープレート（＝青ナンバー

プレート）を抽選方式で購入する必要があります。この抽選は毎月約 10％の当選確率

であり、かつ当選したら約 9万人民元（約 180万円、2022 年 11月実績）を支払うこと

になりますが、EV を含む新エネルギー自動車であればナンバープレート（＝緑ナンバ
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ープレート）は無料で配られる点も、EV 市場の拡大に影響している一因となっていま

す。 

私も電気自動車を運転してみたいですが、まずは次回日本に一時帰国した際に、数年

間ペーパードライバーとなっているゴールド免許証を更新しようと思います。 
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